
 

「緑の雇用」事業                        令和４年５月１０日 ４－１  

                                 全 国 森 林 組 合 連 合 会 

  

安 全 情 報 (第１号)  

  

転倒・滑落災害 

（３カ年で６５件発生、４日以上の休業が４５件） 

 

「崖、段差の上部などでの高所作業を避ける」「岩・石・倒木の幹の上での歩行等を行わない」こと

で約２０件の災害防止につながると考えます。 

他の原因もあわてない行動、危険地との認識を高めるなどで減少可能 

（転倒・滑落の発生はケガにならないものも非常に多いため要因も多々あります） 

 また、休憩舎から作業地近隣までの移動、下山では作業機器を背負子等で搬送し、両手を自由に

することも必要です。 

 回避行動可能 回避行動不可 

予

想

可

能 

 

①崖、段差の上部などでの高所作業（１１） 

⑤岩、石、倒木の幹の上での歩行等（１１） 

 

②急傾斜地での作業（１４） 

⑧滑りやすい箇所での作業（１０） 

⑨作業中の転倒（４） 

予

想

不

能 

 

⑥急いだ行動による転倒・滑り（２） 

⑦笹地、灌木密生地などでの歩行（７） 

 

③隠れた切り株などでつまずき（５） 

④斜面を下る作業（１） 

元年度から３年度で６５件の転倒・滑落災害が発生。これを原因・作業などで分類。 

① 高所作業（崖の上、道路のり面上、段差上部） 

② 急傾斜地での作業。（３０度以上での作業、微地形も含む） 

③ 隠れた切り株などでつまずき。 

（枝条、草等に隠れた石など） 

④ 斜面を下る作業。 

（下山中や刈払い作業で下る作業） 

⑤ 岩、石、倒木の幹の上での歩行等。 

（スパイク靴では石の上は滑りやすい） 

⑥ 急いだ行動による転倒・滑り。 

（伐倒中の退避での突然の行動による転倒など） 

⑦ 笹地、灌木密生地などでの歩行。 

（林床がササ等におおわれて足元が見えにくい環境） 

⑧ 滑りやすい箇所での作業。 

（雨の後、雪、笹、草地上など滑りやすい傾斜地）              絵はイメージ 

⑨ 作業中の転倒（伐倒木に引っかかった・グラップルに触れたなどの転倒） 



※ ①〜⑨のうち「予測が可能か不可か」「回避が可能か不可か」で分けてみました。災害報告を分析して

分類。 ( )数は件数。 

 

〇 予想可能＋回避可能について 

  「①崖の上、道路のり面上、段差上部での作業。」と「⑤岩、石、倒木の幹の上での歩行等。」は、  

（危険な箇所と事前にわかること） 

崖、林道のり面上部など転落、墜落が予想される場所はロープ、看板等で表示や立入禁止を周知さ

せる。また、研修生は、危険地に近づかない、回避や慎重なルート選定を行う。また、石、岩の上は

スパイク靴では滑りやすいこと、倒木の上部もバランスを崩しやすいことを理解し避ける。などの対

策が考えられます。 

（昨年・一昨年の死亡災害も崖の上部に接近したことが直接の原因） 

 

 安全指導方針でも 

１ 林業経営体への指導 

（１） 研修生が基本的な林業作業を習得できるよう安全管理体制を整備する。 

① 事前に作業現場を調査する。 

② 現場作業ごとにリスクを十分考慮した作業計画を立てる。 

③ 新たな作業に入る前に必ずリスクアセスメントを実施する。また、やむを得ず放置したかかり

木の周囲、あるいは集材架線の作業索の内角等、危険な範囲を研修生に周知させるとともに、テ

ープ等で立入禁止の表示を行う。 

 

「緑の雇用」事業の災害発生件数は、令和３年度は１３１件。うち転倒・滑落２５件。 

転倒・滑落は、元～３年度の３カ年で６５件。特に、作業現場までの移動中が１３件あ

り、背負子等で両手を自由にすることが必要。（チェーンソー等を持ち移動中での転倒が多い。） 

 

過去、現場では「歩行は林業人の基本、自ら身に着ける技術」「草とかに隠れた切り株

は予想できない。」「本人が注意を欠かさないこと」などの意見があった。しかし、新規就

業者には歩行から指導が必要となっている。 

 

「最近の新規就業者は歩行自体がおぼつかない者が多い。」「採用後、時間をかけて歩き方

から教えている。」「経営体は歩行方法をじっくり教えて育てることが必要。」などのご意見

をいただき、労働災害防止推進委員会にて対策を考え１ページのクロス票としたもの。 

 

作業現場へのお願い 

研修生には歩行技術を指導する 

事前に作業現場を調査 

危険地を周知させ立ち入らない・回避させる措置をとる 

作業地までの通勤等は背負子などにより両手を自由にする 

現場作業ごとにリスクを十分考慮した作業計画を立てる 


